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Abstract

過去の卒論「化粧の違いによる「かわいい」/「きれい」」８）の研究では、顔のパーツを抽出するのに眼鏡はかけない、前髪をおろしてはいけないなどの前提条件があった。本研究ではこの条件をなくし眼鏡等に対応した人の顔のパーツを主に色情報によって抽出することを提案した。

この提案した方法に基づきLinux上でＣ言語により実験システムを構築し、２５人の男女、１人につき１～５枚以上、計９７枚の画像を対象に実験を行った結果、目周辺領域に関しては８３枚（８２％）が特定できた。そして全体の画像処理可能であった８３枚の画像を対象に実験を行った結果、各パーツ領域の目領域は５８枚（６９％）、眉領域は３１枚（３７％）、鼻領域は４３枚（６１％）がそれぞれの領域を抽出することができた。

目周辺領域、各パーツの領域抽出に関しては、目周辺領域と目領域が良好な結果が得られ、眉領域の抽出と鼻領域の抽出が低い結果となった。これは、眉領域と鼻領域が目や口に比べはっきりしていなく、眉は人により濃い薄いがあること、また鼻領域も人によって撮影したときに鼻の穴が見える人、見えない人がいるなどの個人差がはっきりしていることが原因だと考えられる。
